
城南 ESDカレンダー 〔第４学年〕 「つなごう！いのち、夢広げよう 大作戦」 

 

 

 

 

 

月 学習活動（９０時間完了） 教科・道徳・特別活動との関連 社会体験活動 

一
学
期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

★身近なくらしとつながる「ごみ」 

○ごみ問題について調べ，リサイクルに関心をもとう。 

 ・家庭のごみの量や種類を調べたり、ごみ収集 

の仕方やごみの行方について知ったりする。 

・中央クリーンセンターを見学し、リサイクルなど 

市のごみへの取り組みの工夫を知る。 

★身近なくらしと命を支える「水」 

○私たちが使う水について調べ，環境に関心をもとう。 

 ・家庭や学校・岡崎市で使用している水の量を調べる。 

 ・男川浄水場の見学をし、身近な水が自分の生活とどのように 

  つながっているかを知る。 

★身近なくらしとわたしたちの生命を支える環境 

○見学内容をまとめ，自分たちでできることを考えよう。 

 ・ごみの分別、水がきれいになるまでなど、学習したことを新聞

などにまとめ、意見交流する。 

○ごみ減量や節水など、家庭で自分にできることを実践しよう。 

★問題意識の掘り起こし「わたしたちの生命を支える人」 

〇日本の自然災害現場で生命を守る活動に携わった人について 

 インターネット資料で調べ、防災に対する意識をもとう。 

社会科『ごみの処理と利用』 

社会科『わたしたちの環境とくらし』 

 

 

社会科『水はどこから』 

 

 

理科『季節と生き物（春）・（夏）』 

 

国語科『みんなで新聞を作ろう』 

 

 

道徳科『琵琶湖のごみ拾い』 

    

    

    

 

 

道徳科『生きているしるし』 

 

 

・家庭のごみを調べ，家族

への聞き取り調査 

・ごみステーションの見

学，ボランティアの人へ

の聞き取り 

・中央クリーンセンター・

男川浄水場の見学 

（日程未定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
学
期 

９ 
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11 

12 

★課題づかみから追究活動へ「自然災害と防災活動」 

〇日本の大規模な自然災害について調べよう（テーマ別チーム） 

・岡崎集中豪雨 ・東日本大震災 ・熊本地震 ・西日本豪雨など 

〇防災教室で学ぼう（岡崎市防災課） 

・通学路の危険ポイント探し（地震時）→防災マップに共有 

 ・防災倉庫や防災グッズの見学 

 ・学区内の風水害の危険や東日本大震災での経験、自分でできる防

災についてのお話 

〇災害現場で生命と向き合った人から学ぼう 

・東日本大震災で救助活動にあたった消防士 

・岡崎集中豪雨の情報を発信した報道関係者 

★発信活動「城南CITYカーニバル」 

〇学んだことをどのように発信するか、城南会議で考えよう 

〇「城南シティ」に生命や防災に関わるお店を出店しよう 

 ≪遊ぶ店≫ 

 ・レスキュー体験  ・防災食試食体験   

・防災マップ紹介  ・日本の災害マップ発表 

 ≪働く店≫ 

 ・防災グッズ製作（新聞スリッパ、タオルロープなど） 

○学年の店の企画・準備や運営から学んだことを話し合おう 

 ・一人一人の生命を支える「防災」に対する考えの深まり 

 ・友達や外部講師さんとの交流から学んだこと 

 

道徳科『いのちをつなぐ岬』』 

道徳科『神戸のふっこうは、ぼくらの手で』 

 

理科『季節と生き物（秋）』 

 

社会科『きょう土につたわるねがい』（占部川） 

道徳科『より遠くへ』 

 

社会科「くらしを守る 

      消防署で働く人の工夫や努力」 

 

道徳科『学級会での出来事』 

           

特別活動『カーニバルを盛り上げる作戦を考

えよう』 

道徳科『生き物と機械』 

 

 

 

国語科『広告と説明書を読みくらべよう』 

『お願いやお礼の手紙を書こう』 

特別活動『カーニバルをふり返ろう』 

道徳科『思いやりのかたち』 

 

 

・家族からの風水害の事前

聞き取り 

・市の防災管理課の方の話 

  （元消防士の方々） 

・災害現場で救助活動に携

わった消防士の方への

聞き取り 

 

 

 

 

 

・店作りの企画・運営 

 

 

 

 

・城南シティの中での店の

運営と勤労体験 

三
学
期 

１ 

    

 

２ 

 

 

３ 

★新たな課題づかみ「自分の夢に向かってたくましく生きる」 

○自分の生活に返って、これからの自分の生き方を考えよう 

 ・周りの人に支えられて、今の自分の生活があるんだな。 

・自分も、友達や家族を支えられる一人になりたいな。 

〇家族や友達に、自分の「夢」を宣言しよう 

 ・困っている人を助ける活動に参加したい。 

 ・周りの人を笑顔にできる仕事に就きたい。 

○自分にできることを話し合い、実践しよう 

・学区の防災活動推進ポスター作り 

・学区の清掃活動  ・地域ボランティアの方への感謝の手紙 

○一年間を振り返って「生命」をテーマにした作文を書く。 

理科 『季節と生き物（冬）』 

道徳科『花さき山』 

   『弟のふろ入れ』 

   『おじいちゃんのごくらくごくらく』 

 

 

 

 

国語科『報告します みんなの生活』 

『「十さいのわたし」文集を作ろう』 

理科 『季節と生き物（春のおとずれ）』 

 

 

 

 

・自分の「夢」宣言の会 

（２分の１成人式に代わ

る活動） 

 

 

 

 

 

子どもたちにかける教師の願い 

・防災学習を通して、自分たちや身近な人の命を大切にしよ

うとする意識を高めるようにしたい。 

・特に防災の面から，自らの生活を見直し，自分にできるこ

とを考え、継続的に実践しようとする力を養いたい。 

・社会の様々な場で、防災や環境へ配慮した取り組みが行わ

れ、自分の生活とのつながりを実感させたい。 

 

本学年でめざす子どもの姿 

① 自他の生命を守ることの大切さを自分事として実感し、自分にできるこ

とを実践する子（防災） 

② 未来に向かって、周りの人と協力しながら、自分なりの夢をもってたく

ましく生きようとする子（ｷｬﾘｱ） 

③ 身近な環境にかかわるごみや水を見直し、自分の生活をよりよくしよう

とする子 (環境)  

 

ごみについ

て知ろう 

ごみの処理やリサイクル

活動について調べよう 

調べたことをまと

めて、発表し合

おう 

防災について、

専門家の話を 

聞こう 

防災や生命

の大切さを

発信しよう 

自分の夢や生き方

を発信し、実践を

広げよう 


